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ジョン･プール　プロフィール


�


ジャズピアニスト。1970年上智大学外国語学部卒業。


レイモンド・コンデ・グループ、南里雄一郎とレッド・ペッパーズ、


米軍キャンプなどでキャリアを重ね、１９９０年３月ゲイスターズ


のピアニストとして、日本武道館出演（ジャズエイド）、１９９１


年１０月スイスジュネーブで演奏、１９９２年６月ニューヨークで


フランク・ウエスなど黒人・白人ミュージシャンとセッション活動、


１９９５年５月日本丸にて日本一周クルーズ、１９９６年１１月


リーダーアルバム「NO PLOBLEM」を発表。2002年７～８月


シアターコクーンにて舞台� HYPERLINK "http://www5d.biglobe.ne.jp/~johnpool/live.htm" \l "yokan" �「恋人たちの予感」�にピアニスト兼役者


として出演。1997年からジョン・プールジャズピアノ・ボーカル教室を開き、後進の育成にあたっている。ジャンルやスタイルに拘泥せず、リスナーとのコミュニケーションを重視して、暖かみのあるプレイができるピアニストであり、音楽の状況に臨機応変に対応できるフットワークのよいプレイは職人技といわれている。





ご来場の皆様へ





「ジャズはお酒とタバコの煙がよく似合う。」などとよく言われます。（まあ、それはそれで納得です！）おいしい料理とシャレたワインなどを飲みながらジャズを聴くのは最高だと思うのですが、今回はあえてそういったジャズクラブやライブハウスを選ばずに演奏の場所を「カシャカシャ」食器の音のしない「聴くだけ」の文化センターに変えてみました。前回とその前の回は桜木町の「ドルフィー」での演奏でしたが、６０～７０人入るといっぱいになってしまうので、それ以上聴きに来ていただくには、ライブハウスなどのお店などでは無理だというのがもう一つの理由です。したがって、今まで以上に真剣に、そして、内容の濃い演奏をしなくては、と思っています。





音楽は夢に、そして未知なるものに開かれた扉。今日、遠くから聴きに来てくださった皆様と、この夢を共有できたら最高だと思っています。


ジョン･プール





1st SET





OVER THE RAINBOW 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　HAROLD ARLEN


ライザ・ミネリのママ、ジュリー・ガーランドが最初に歌ってヒットさせたあまりにも


有名なナムバー。今日の演奏ははたしてどういった展開になっていくか、始まるまで


本人もまったくわからない･･･。≪ピアノ・ベースデュオ≫





MELODIES OF LOVE        　　　　　　　　　　　　　　   JOE SAMPLE


「愛のメロディー」というタイトルが付いた曲で、アメリカの黒人ジャズピアニスト、


ジョー・サンプルの作曲。哀愁をおびたマイナー調のメロディーが日本人のハートに


ぴったり合うようです。≪ピアノ・ベースデュオ≫





PARISIAN THOROUGH FARE     　 　　　　　　　　　　  BUD POWELL


バド・パウエルがパリに滞在していた頃に作られた曲かと思います。バド・パウエルは


たくさん曲を書いていますが、他のバップナムバーとは少し異なった感じの曲になって


います。≪ピアノトリオでの演奏≫





NESTICO                     　　　　　　　　　　　　　　   JOHN POOL


ずいぶん本などで勉強させていただいたアメリカのアレンジャー、サミー・ネスティコに


捧げたジョン・プールオリジナル曲。今日はピアノトリオにアルトサックスが入ります。





RESOLUTION                 　　　　　　　　　　　　  　　JOHN POOL


アドリブをしている時というのは、ずっと決断の連続で、一瞬でも迷いが出たらおしまい


です。タイトルは「決断力」とか「決定」とかいったような意味で、これもジョン・プール


の作曲によるもの。ここでテナーサックスが加わります。





――――――――――　休憩　―――――――――





2nd  SET





ST. LOUIS BLUES          　　　　　　　　　　　　　  　　  W.C HANDY


文字どおり、１２小節のブルース形式で、最初、‘Ｆ’のＫＥＹから出て、１２小節終わったところでいきなり‘Ｂ♭’のＫＥＹに転調します。そして、ブルースのアドリブへと続いていきます。サミー・ネスティコのアレンジを４管用に直したものです。





HOW HIGH THE MOON      　　　　　　　　　　　　  　 MORGAN LEWIS


レスポールのスウィングする演奏、そしてエラフィッツ・ジェラルドのスキャットを


交えた録音が印象に残っています。後にチャーリー・パーカーが、「オーニソロジー」


として、この曲のコード進行をもとにして曲を作っています。今日はジョン・プールの


オリジナルアレンジでお聴かせします。





JOY SPRING                　　　　　　　　　　  　　  CLIFFORD BROWN


天才トランペッター、クリフォード・ブラウンが書いた代表的な一曲。‘Ｆ’のＫＥＹが始まって、‘Ｇ♭’そして‘Ｇ’へとどんどん転調していって、また‘Ｆ’に戻るといった、とても構成のしっかりした曲です。さすがクリフォード・ブラウンといった感じがします。





CONVERSION　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JOHN POOL


今日の「締め」は再び、ジョン・プールのオリジナル。かなり前にピアノトリオ用に


作った曲ですが、今回は７人編成にアレンジしてみました。タイトルは「革新」だとか、


「進歩」というような意味です。
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